
高森町史刊行記念

高森町では、旧町村ごとに四季折々様々な祭りや芸能が行われて
きました。祭りの開催は、地区の人々を守護する氏神への感謝や祈
願にくわえて、年に一度、地区の人々が集い、住民同士の交流を図
る貴重な機会にもなっています。今回の高森町史では、旧4ヶ町村の
代表的な夏祭り・秋祭りを取り上げました。地区の住民の方への聞
き取り調査にくわえ、令和4・5年に行った現地での祭礼調査のデー
タも踏まえ、今現在、どのように各地区で祭りが行われているかの
実態把握にも努めました。
高森町では、神輿や獅子舞などを伴う行列のお渡りが行われたり、

神楽や神輿歌、獅子舞などの芸能が奉納されたりと、地区の住民が
一体となって祭りを行っています。祭りの運営は一朝一夕で行える
ものではありません。私たちの生活スタイルが大きく変わっていく
なかでも、皆で協力し様々な役割を分担しながら、毎年必ず決まっ
た日時で祭りを行うことは、今後ますます重要な意味を持ってくる
と思います。
また、神楽や神輿歌、獅子舞など各地区で独自のものが伝承され

ており、町や県の文化財として指定を受けているものもあります。
大分や宮崎から伝わったという伝承を持つものもあり、「高森」とい
う地域の歴史を考える上でも重要なものです。これらは長い歴史の
なかで受け継がれてきた貴重な地域の宝ですが、その一方で、近年
その継承が難しくなってきていることもみえてきました。では、地

域で伝承された祭りや芸能をどのように継承していくのか。これは
高森町に限らず、日本各地の祭りや芸能が抱える課題でもあります。
例えば、野尻川上神社の獅子舞のように、子供達に担い手として関
わってもらうことも一案でしょう。こうした小学校や中学校などと
の連携も、これからは重要となってくると思います。
さらに、今回の町史で興味深かったことは、各地区で盆踊りが盛

んに行われていたことです。高森町の盆踊りといえば峯の宿ばんば
踊りがよく知られていますが、それ以外の地区でも、盆の時期に新
仏や祖先の霊を慰めるための盆踊りが行われていました。例えば、
津留地区や草部社倉地区の盆踊りは、これまで報告書などでは報告
されていませんでした。今回の町史編さん事業を通じて、記録に残
すことができたことは大きな意義があると思います。
最後に、今回の町史編さん事業は

covid-19の大流行時期と重なりました。
これにより、数年間、全国各地の祭りや
行事が中止されました。高森町でも、こ
れを機に行われなくなったり、かつての
やり方を変えた祭りや行事があります。
今回の町史編さんが、ある時代の記録と
して残されることで、今後、祭りを再開
する際の手がかりとなれば幸いです。

今回の新高森町史『文化・産業編』は、第一章が「くらしと祭り」とい
うタイトルになっています。暮らしという言葉には、一日、一年、一
生などさまざまな時間軸があり、衣食住、仕事、冠婚葬祭などさまざ
まな事柄が含まれますが、新町史では年中行事と祭りを取り上げてい
ます。実は、最初に年中行事がくるのは、町史としては珍しい構成となっ
ています。これは、年中行事というものは暮らしのリズムであり、そ
れは地域の文化や産業と深く関わることから、これらを理解する基盤
になるという編集者様方の判断があったと推測されます。
例えば、高森町には正月のフクガリやコエカエシ、初午、野焼き、

山の神祭りなど、牛馬関連の行事や信仰が数多く残されています。か
つて牛馬は最も身近な大切な動物でした。人々は牛馬とともに田畑に
出て働き、牛馬に載せて物を運んでいました。田畑に欠かせない肥料
生産の役割も担っていました。農業の機械化が進み、自動車が普及して、
社会構造は大きく変化しましたが、かつて牛馬とともにあった暮らし
や、牛馬に対する先人たちの想いなどを、年中行事を通して知ること
ができ、暮らしの移り変わりを実感できるかと思います。
ところで、年中行事に関しては1979年に出された前町史でも詳し

く紹介されています。そこで、改めて新町史で取り上げるにあたり、

以下のようなことを心掛けてみました。
年中行事には、その実施日、一連の儀礼、飾る物、供える物、食べ

るものなどにすべて意味があります。それらを詳しく解説し、さらに
熊本県や阿蘇地域での事例も加えることで、高森町の文化的特徴など
がわかるようにしました。また、前町史から40年という時を経て、社
会の変化とともに年中行事も変化していますので、アンケート調査を
行い、現在の状況を確認しました。そのうえで改めて、町の伝承文化
を詳細に記録に残し、後世に伝える必要性を感じ、現在はおこなわれ
なくなったもの、新しく年中行事として定着したものなど、さまざま
な年中行事をとりあげました。しかし、筆者の力不足と、コロナ禍で
の調査不足などで、取りこぼし
てしまったものがたくさんあ
るのではないかと思います。高
森町の皆様が、それぞれお住ま
いの地域の行事に興味を持ち、
それを次世代に伝えていく
きっかけに、新町史がお役に立
てれば幸いです。
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